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1. 一般的な施工方法との違い
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設置物

潜水士が介錯する

一般的な施工方法と
開発の背景
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設置物

潜水士が玉外し

激突・指詰の
危険性

一般的な施工方法と
開発の背景
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新技術による
施工方法

水中ジャイロ

水中遠隔玉外し装置

超音波信号送受波機

遠隔操作用
タブレット

無線通信機
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潜水士は監視・誘導のみ



2. 「水中ジャイロ」について
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クレーン作業において
“水中ジャイロ”は

ジャイロ効果を利用して

タブレットによる遠隔操作で
吊荷の向きを

自在に制御する装置です。

NETIS （KTK‐210001‐A）
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幅：2.1m

全高：2.5m
質量：10 t
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本体耐水深
：20[m]
最大吊り荷重
：100[t]
回転制御能力
：325[t・m2]
※気中において20秒以内に90度回転させることができる能力
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光ファイバージャイロコンパス搭載
→周りの環境に関係なく現在の方位角度を
把握し、吊り荷の方向を誘導できる。

水中部
→通信ケーブル（有線） 100m

＋船上では無線通信

気中部のみ
→直接無線通信

光ファイバー
ジャイロコンパス



無線通信機

通信ケーブル
（100ｍ）

水中ジャイロを遠隔操作するタブレット
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無線通信機

ﾌﾗｲﾎｲｰﾙ

通信ｹｰﾌﾞﾙ
（100ｍ）

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ

通信

高精度方位計
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適用事例

2020年7月
那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤
（浦添第一）（災害復旧）築造工事



25

2022年2月
志布志港（若浜地区）防波堤
（沖）築造工事

適用事例



3. 水中遠隔玉外し装置について
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特許 第6765242号
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NETIS （KTK-220002-A）

浮力体

超音波受信装置と
アクチュエータ
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全長:526mm

質量：約30kg



水中遠隔玉外し装置
最大吊り荷重
：20[t/台]
通信可能距離（水中）
：300[m]
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水中遠隔玉外し装置 制御装置【船上機】
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4.実海域での動作について
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(問い合わせ先)
若築建設㈱ 技術部 機械課

03‐3492‐0285




